
ントを生成し，光化学スモッグの発生の原因となり

ます。トルエンやキシレンなどの有機溶剤はVOC

の代表的な化合物です。VOCは通常光触媒や燃焼

触媒による酸化，あるいは吸着剤により除去するこ

とができます。シリカは不燃性のため，活性炭とく

らべVOCの吸着剤として安全です。今井先生のグ

ループは，無溶媒合成法でメソポーラスシリカより

細孔径が小さく，ゼオライトより細孔径の大きい

スーパーマイクロポーラスシリカの合成法を確立し

ました。合成した材料をトルエンの吸着剤に応用し

た結果，市販シリカの三倍，また活性炭とほぼ同等

の吸着力を示しました。さらに，メソポーラスシリ

カの応用の展開として，シリカ細孔内で量子ドット

を形成し，量子ドットのバンドギャップを制御する

こともできました。異なるバンドギャップをもつ半

導体を組み合わせ，光を選択的に吸収できる光触媒

への応用が可能です。もの作りと光触媒の両方の観

点から興味深くお話を聞かせていただきました。

また，VOC分解技術として，金賢夏先生（産業

技術総合研究所）に低温プラズマとゼオライト複合

システムを紹介いただきました。高吸着能力を持つ

ゼオライトと酸化分解力の強いプラズマ触媒装置に

より，高いVOC除去性能力をもちます。省エネル

ギー型のプロセス設計は，通常の化学合成のみなら

す，環境浄化においても必須の技術であり，たいへ

ん参考になりました。

最後に，堀越智先生（上智大学）はマイクロ波加

熱を利用した技術について講演されました。マイク

ロ波による加熱手段は，すでに焼成プロセスや化学

合成反応に応用されており，省エネルギー技術や環

境負荷低減技術として期待されています。堀越先生

の講演の中で，私は特に興味を持ったのは，マイク

ロ波照射下で，酸化チタンによる色素分解効率が向

上した内容でした。私もゼオライトや酸化チタンを

用いた光化学反応について研究しているので，自分

の研究にマイクロ波加熱の技術を応用できるではな

いかと思いを馳せることができました。

このような講演会に参加し，ゼオライトやスー

パーマイクロポーラスなどさまざまな物質を，プラ

ズマやマイクロ波など多様なプロセスと複合的に利

用することによる新たな環境浄化方法の可能性をお

教えいただけました。また，研究のモティベーショ

ンを広く持て，自分の研究を推進していくことに大

変役立ちました。このような会に参加させていただ

き，ゼオライト学会および本フォーラムを開催して

いただいた先生方に感謝いたします。

IZA Ambassador Lynne McCusker博士日本滞在報告

東京農工大学大学院工学研究院 前田和之

ゼオライト粉末X線結晶構造解析の分野で世界

的に著名なLynne McCusker博士（スイス連邦工科

大学（ETH）チューリヒ校）が国際ゼオライト協会

（International Zeolite Association, IZA）のAmbas-

sadorとして4月21日〜27日にかけて来日された。

今回の滞在に際して国内滞在費をゼオライト学会国

際交流基金の援助により賄わせて頂いたので，招聘

経緯も踏まえて報告させて頂くことにする。

合成ゼオライトでは単結晶試料が得られることは

稀であり，多結晶体の粉末試料しか得られないこと

がほとんどである。最近では単結晶試料が得られさ

えすればよほど複雑な構造でない限り結晶構造解析

が成功する可能性が高くなった。しかし，粉末試料

しか得られない場合，粉末X線回折法による複雑

な未知構造の決定は依然として難易度が高いチャレ

ンジであると言わざるを得ない。こうした中，

McCusker博士と共同研究者で夫のChristian Baer-

locher博士は，ETHのLaboratory for Crystallogra-

phyにおいてWalter Meier教授とともに粉末X線

回折法によるゼオライトの結晶構造解析の手法を発

展させてきた。Meier教授の退職後も夫妻で研究グ

ループを引継ぎ，ゼオライトなどの複雑な構造を有

する化合物に対し斬新なアイデアと現実的な方法論

で数多くの成功を収めてきた。XRS-82, FOCUS,
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powder Charge Flipping, electron microscopyなど，

ゼオライトの粉末X線構造解析に有用な手法およ

びソフトウエアの開発を通して，VPI-5, SAPO-40,

EMC-2, VPI-9, UTD-1, IM-5など，複雑な構造を有

するゼオライト類縁化合物の結晶構造解析に数多く

成功した。こうした研究上の卓越した貢献が高く評

価され，第15回IZC（International Zeolite Confer-

ence）（2007 年，北京）にて夫妻と寺崎治先生に

Breck Awardが授与されたことは記憶に新しい。

もしもMcCusker博士の名前になじみがなかったと

しても，大半の読者はIZA Structure Commission

HPのゼオライト結晶構造データベース（http://

www.iza-structure.org/databases/）を利用したこ

とがあるものと思う。このデータベース（DB）は

夫妻によってメインテナンスされており，非常に便

利なDBが容易に利用できるのも彼女らの献身的な

サポートあってのことである。優れた研究上の貢献

に留まらないゼオライトコミュニティへの多大な貢

献に対して，McCusker 博 士に 2010 年 に IZA

Awardが授与された。受賞者は3年間世界各国の

ゼオライトコミュニティーからの依頼に応じてIZA

Ambassadorとして派遣され，その渡航費はIZAに

より賄われることになっているので，招聘を希望す

る場合には現地（国内）滞在費のみ招聘者が負担す

ればよい。

昨年（2011年）7月にIZA Ambassadorのアジア

訪問ツアーの可能性について中国ゼオライト学会よ

り打診があり，日本側としても異存なく受け入れる

こととなった。私事ながら1999年から2000年にか

けてETHにて夫妻の研究グループに博士研究員と

して滞在しており，同研究グループに在籍した唯一

の日本人ということで，ゼオライト学会の理事でも

ある筆者が世話役を務めさせて頂いた。当初は昨年

10月に日中韓を巡るアジアツアーを行う方向で検

討していたが日程の調整がつかず，結局本年4月に

各国約1週間ずつ滞在することで調整がついた。

IZA Ambassadorの受け入れについては，これまで

外部の助成金等を獲得して滞在費を賄ったようであ

るが，当初の打診がかなり急な話であったうえ，日

程変更もあってなかなか詳細が確定しなかった。そ

こで，昨年度制定した国際交流基金取扱規則にて外

国人招聘に関わる支出が可能になったので，理事会

の承認を得てこれを利用させて頂くことにした。

中国，韓国と滞在した後の4月21日（土）の到着

で少々お疲れかとは思ったが，遅い桜も見られそう

なので翌日曜日に箱根への小旅行を提案した。

Baerlocher 博士は東京で開催された第 7 回 IZC

（1986年）に参加されており，エクスカーションで

訪問した箱根彫刻の森美術館が面白かったというこ

とだったので，あいにくの天気ではあったが再訪す

ることにした。ゼオライトチャンネルの巨大な透明

模型にも見える屋外遊戯彫刻（シャボン玉の城）は
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健在で，以前よりもさらにバージョンアップしたよ

うである。もしかしたら今後の彼女らの講演で穴の

中に入った彼女らの写真が見られるかもしれない。

他にもCrystallographerとして非常に興味深い作品

があったようで，少々時期のずれた桜も楽しんでい

ただけたようである。滞在期間中，東農工大（東

京），東工大（横浜）で“The challenges in zeolite

structure analysis”，ファインセラミックスセン

ター（名古屋）では“Powder diffraction and elec-

tron microscopy ― a powerful combination”と題

して講演を行って頂いた。このほか早稲田大学でも

研究室見学やセミナー等で対応頂いた。彼女の講演

で特に印象深かったのは，IZA DBにあるゼオライ

ト骨格で近年構造が決定されたもののうち天然ゼオ

ライトや単結晶構造解析によるものを除くと，

FOCUS, Charge Flippinngなど彼女らが発展させた

手法によるものの割合がかなり高いことであった。

懇親会では，彼女らが蓄積してきた結晶構造解析の

ノウハウやこれまですばらしくメンテナンスされて

きた結晶構造DBが今後どう引き継がれるのかとい

うことが少なからず話題となった。彼女らによると

結晶学はもはや研究分野というよりサービスとみな

されがちで，博士を取得してもなかなかアカデミッ

クの分野に残ることが困難で，もし残れたとしても

ゼオライト関連の研究を続けることは難しいため，

ゼオライト分野では直接の後継者はいないとのこと

である。IZA Structure Commissionでも次世代の

メンバーの発掘に力を入れているが，DBについて

手伝ってくれそうな人がなかなか見つからないとの

ことであった。

時間の関係で訪問が叶わなかった研究グループが

数多くあったが，特に関東地区ではゼオライト学会

の主要メンバーの多くに夫妻と接する機会をもって

もらえたことで，国際交流基金の目的にも適った非

常に有意義な滞在であったと思う。今回の滞在期間

にお世話になった多くの皆様にこの場を借りて謝意

を表させて頂く。McCusker博士からゼオライトコ

ミュニティー，特に若い研究者へのメッセージを頂

いたので，最後に掲載させて頂く。

During the course of the last five days, Christian

Baerlocher and I have had the pleasure of visiting

five zeolite groups in four different institutions in

the Tokyo/Nagoya area of Japan. We were also

able to enjoy the natural beauty of the Hakone

region, learn the history of the Nagoya Castle, and

have a wide variety of delightful culinary experi-

ences. Our discussions with zeolite scientists, both

scientific and philosophical, have been most stimu-

lating and enjoyable. We have seen high-level re-

search conducted in very efficiently used lab space,

and have been able to admire much state-of-the-art

characterization equipment in the various labor-

atories. We were particularly pleased to have had

several opportunities to meet and talk with some of

the newer generation of Japanese zeolite scientists.

As IZA ambassador for 2010-2013, I am very happy

to see that the future of zeolite science in Japan is in

such good hands. I can only encourage these young

researchers to continue their endeavors to produce

interesting new porous materials, to characterize

these materials using as many techniques as possi-

ble, to take advantage of any specialists who may

visit, and, above all, to enjoy the satisfaction that

comes with careful and innovative research. I wish

you all success in your future careers.

Lynne McCusker
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